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●建設業に働くみなさんの仕事とくらしを応援します
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2024年（令和６年）

第874号

11
月

下記日程は休館となります。ご了承ください。

12月２日（月）終日    書記局会議

12月13日（金）終日

西部ブロック書記研修

土・日・祝日も休館

11月25日(月）10時～、11時～

けんせつプラザ東京（要予約）

無料経営相談会

支部会館休館のお知らせ

▼
来
年
は
戦
後
80
年
を
迎

え
ま
す
。
戦
後
の
焼
野
原
の

中
、
国
民
は
闇
市
で
食
料
を

調
達
し
て
き
ま
し
た
。
国
土
の

復
興
の
た
め
我
々
建
設
労
働

者
は
懸
命
に
は
た
ら
き
、
東

京
土
建
は
労
務
加
配
米
の
獲

得
と
組
合
員
へ
の
配
布
行
動

を
お
こ
な
い
、
こ
こ
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
権
利
獲
得
運
動
の
夜

明
け
を
迎
え
ま
す
。
▼
昭
和

22
年
1
月
に
結
成
さ
れ
た
東

京
土
建
の
組
織
人
員
は
約
70

人
、
今
で
は
10
万
人
を
超
え

る
組
織
と
な
り
ま
し
た
。
労

務
加
配
米
の
獲
得
か
ら
始

ま
っ
た
運
動
の
中
心
は
時
代

と
と
も
に
変
わ
り
、
仕
事
確

保
・
健
康
保
険
・
賃
金
闘
争

な
ど
、
た
た
か
い
の
連
続
で

し
た
。
1
9
7
0
年
に
は
自
前

の
東
京
土
建
国
保
組
合
を
設

立
。
1
9
7
3
年
に
は
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
が
起
こ
り
、
石
油
価

格
の
値
上
げ
か
ら
日
本
経
済

に
深
刻
な
影
響
を
与
え
ま
し

た
。
▼
来
年
杉
並
支
部
は
、
結

成
76
年
目
を
迎
え
ま
す
。
少

子
高
齢
化
の
中
、

仕
事
確
保
や
社

会
保
障
の
拡
充

な
ど
を
前
進
さ

せ
、
組
合
員
・

家
族
と
も
団
結

し
て
建
設
労
働

者
の
未
来
の
た

め
に
奮
闘
し
よ

う
と
思
い
ま
す
。

支部の
ホームページは
こちら

検索東京土建杉並支部

https://www.doken-suginami.org/shibu/index.html

建設労働者の未来のために

（佐藤 勉・常任執行委員）

2024年下期新加入者歓迎会
（組合制度説明会）

秋の拡大 128人の新しい仲間迎える
　

８
月
25
日
か
ら
始
ま
っ
た
仲
間
を
増
や
し
組
織

を
強
く
す
る「
秋
の
拡
大
月
間
」は
、１
２
８
人
の

新
し
い
仲
間
を
迎
え
11
月
1
日
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

仲
間
と
の
結
び
つ
き
を
強
化
す
る
た
め
、組
合

員
訪
問
行
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
組
合
の
取
り
組

み
の
お
知
ら
せ
と
と
も
に
仕
事
や
生
活
の
状
況
、

困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
聞
き
取
り
ま
し
た
。

　

ま
た
「
行
動
参
加
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
制
度
」
を

訪
問
行
動
日
に
参
加
し
た
人
を
対
象
に
導
入
し
、

参
加
5
ポ
イ
ン
ト
ご
と
に
ご
当
地
ラ
ー
メ
ン
プ
レ

ゼ
ン
ト
の
参
加
特
典
も
実
施
、参
加
者
確
保
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
登
録
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
継
続

し
て
お
こ
な
い
、登
録
者
数
は
８
０
０
人
を
突
破
、

８
３
２
人
と
な
り
ま
し
た
。Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
登
録

者
に
は
、月
2
回
ほ
ど
組
合
情
報
の
お
知
ら
せ
が

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
届
き
ま
す
。

　

役
員
書
記
局
で
は
、組
織
内
事
業
所
の
昼
間
行

動
を
お
こ
な
い
、新
し
く
雇
用
す
る
従
業
員
の
状

況
な
ど
を
聞
き
取
り
ま
し
た
。
書
記
局
は
ペ
ア
を

つ
く
り
新
設
法
人
事
業
所
・
建
築
士
事
務
所
を
訪

問
。国
保
料
の
値
上
が
り
か
ら
土
建
国
保
料
に
興

味
を
示
す
建
築
士
事
務
所
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

新
た
な
宣
伝
行
動
と
し
て
「
コ
ー
ナ
ン
P
R
O

八
幡
山
」で
宣
伝
行
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
宣
伝

中
に
組
合
の
仲
間
と
の
遭
遇
も
あ
り
、レ
ジ
横
に

東
京
土
建
の
チ
ラ
シ
を
置
い
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

12月２日（月）19時
杉並支部会館3階
2024年８月～12月に
加入した組合員
2024年２月～７月に
加入した未参加組合員

日 時
場 所

対 象

組
織
を
大
き
く
し
て

建
設
業
の
処
遇
改
善
め
ざ
そ
う

ご奮闘いただいたみなさん
大変お疲れさまでした

コ
ー
ナ
ン
P
R
O
八
幡
山
店
内

レジ脇にチラシ設置

拡大日曜行動で
分会レクリエーション複数開催

　10月末日までおこなわれた「秋の拡大月間」。各分
会では、仲間同士の結びつきを深めるレクリエーション
がおこなわれました。大型バス代金の高騰により、現地
集合型のレクをおこなった分会も見受けられました。

　西荻分会は10月20日、午後５時から
支部会館を会場に53人の参加で、マグ
ロ解体ショーを目玉に交流会を開催。
　30㎏のマグロの長さは１ｍくらいで、
大人も子どももびっくり。スマホ片手に
演壇に人だかりができました。さばいた
ばかりのマグロは刺身とお寿司でいただ
きました。参加者の子どもがクジを引い
た抽選もおこない、華やいだ交流会にな
りました。

　阿佐谷分会は、24人で屋形船を貸し切り
「隅田川ランチクルーズ」に出かけました。お
天気は快晴。武藤分会長の挨拶で出港。永代
橋からいくつも橋を越え、両国国技館、スカイ
ツリーを眺めながら、お刺身に天ぷら、お酒も
楽しみ、交流を深めてきました。

　井荻分会は「近場で交流できる場所」との意見から、
新宿にある「ビアガーデンHello」にてレクリエーショ
ンを開催（30人）。天気にも恵まれ参加者同士、現場
の話などで盛り上がりました。初めて分会レクに参加
した方からは「楽しかった」などの感想がありました。

　浜福分会は、さがみ湖プレジャーフォレストに
て分会バス旅行を開催（26人参加）しました。当
日は晴天の中、渋滞もなく現地に到着しました。
　年齢問わずのフリーパスチケットが全員に配布
され、みんなでゴーカートや絶叫マシンを体験、温
泉入浴後はＢＢＱ場にて昼食を食べました。亀島
厚生文化部長は、新加入者のフィリップさん（ベル
ギー人）を誘って参加。さらにフィリップさんの両
親も参加し楽しんでいました。青年部から2人の参
加もあり、幅広い年齢層で交流でき、帰りにお土産
を買い込み、早めに帰ることができました。

　中央分会は「吉祥寺 Dig Bowl」にてボウリング大会を
開催（23人）。2時間投げ放題・食事付飲み放題プランに
したため、酔うほどにガーターが続出（笑）。若年層から
ベテラン組合員まで盛り上がりました。

　富士見分会は、成田山新勝寺と「北総の小
江戸」佐原の散策、うなぎ御膳の昼食をメイ
ンにしたバスツアーを34人の参加で開催し
ました。家族や子どもを連れての参加も多く、
うなぎに舌鼓を打ちながらお酒もすすみ、楽
しく交流できました。
　帰りは道の駅「水の郷　さわら」にてお土
産を買い込み、帰路に着きました。

西荻

分会レク分会レクで結びつき結びつきを深める深める

10.20
マグロ解体ショー

10.6
吉祥寺ボウリング

10.20
成田山ウナギ

10.20
墨田川ランチクルーズ

10.20
さがみ湖プレジャーフォレスト

10.20
新宿ビア
ガーデン

阿佐谷

井荻

浜福

富士見 中央

分会レクで結びつきを深める

鎗
田
執
行
委
員
長

齋
藤
組
織
部
長

石
川
担
当
四
役
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災
害
と

防
災

防
災
士
が
語
る

青
木
隆
之
防
災
士

ビーバーズ隊員登録して我がまちを守ろうビーバーズ隊員登録して我がまちを守ろう

担い手
3法
学習会

賃
金
・
単
価
引
き
上
げ
の
材
料
は
揃
っ
た

適
正
な
根
拠
で

「
請
求
・
要
求
」
し
よ
う

　

左
記
の
表
の
よ
う
な
仕
組
み

が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
が
、一
番
重

要
な
課
題
は
、
標
準
労
務
費
が

確
保
さ
れ
、
そ
れ
が
現
場
従
事

者
の
適
正
な
賃
金
と
し
て
、
し
っ

か
り
と
「
賃
金
の
支
払
い
に
反

映
さ
れ
る
」
仕
組
み
づ
く
り
で

す
。「
担
い
手
3
法
」
改
正
に
よ

り
、
受
注
者
が
「
安
く
請
け
負
う

こ
と
は
法
律
違
反
で
す
」
と
言

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
適
正

な
根
拠
に
も
と
づ
い
て
、
自
信
を

も
っ
て
請
求
・
要
求
を
お
こ
な
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

10
月
18
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
担
い
手
３
法
学
習
会
に
は
17

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
全
国
の
仲
間
の
奮
闘
で
１
０
０
万
人

国
会
請
願
署
名
は
１
１
９
万
６
、２
４
８
筆
を
集
約
、
参
院

本
会
議
で
全
建
総
連
と
し
て
21
年
ぶ
り
に
請
願
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、第
三
次
担
い
手
３
法
が
制
定
さ
れ

ま
し
た
。し
か
し
こ
こ
か
ら
請
求
・
要
求
の
声
を
上
げ
る
こ
と

が
大
事
、と
長
谷
部
全
建
総
連
賃
金
対
策
部
長
は
説
明
し
ま

す
。そ
の
内
容
の
一
部
を
報
告
し
ま
す（
文
責
・
双
木
）。

長谷部 靖幸
全建総連 賃金対策部長

建設業働き方改革の課題 学習会

　人生も半ばを過ぎ、話題
も健康や引退後の話が中心
になりがち。65歳以下の
組合員なら誰でも参加でき
る「杉並おやじの会」が活
動を再開しました。
　10月12日に高円寺「お
むにまっ」に集まったおや
じたち16人は、サムギョ
プサルを食べながら、仕
事の話や、これまでの苦
労話で盛り上がりました。
それぞれ生き様は違えど
組合で出会えば仲間。あ
なたも次回は参加してみ
ては。

杉
並
お
や
じ
の
会
再
始
動
！

そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
語
る

　

２
０
２
４
年
4
月
か
ら

建
設
業
に
労
働
時
間
の
上

限
規
制
本
格
適
用
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
半
年
が
経

過
し
ま
し
た
が
、こ
こ
で
は

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

け
ば
良
い
の
か
、
学
習
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

経
営
に
ど
の
よ
う
な

問
題
が
発
生
す
る
か

　

労
働
時
間
の
規
制
を
き

ち
ん
と
守
る
こ
と
に
な
る

と
、労
働
時
間
は
減
少
し
、

①
会
社
全
体
の
対
応
可
能

業
務
量
が
減
少
、
売
上
・

利
益
が
減
少
す
る
、
②
業

務
量
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、一
人
ひ
と
り
の
労
働
時

間
は
減
少
す
る
け
ど
、
人

を
増
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
り
、
人
件
費
は
増

大
す
る
、
③
業
務
時
間
が

減
少
し
、
工
期
の
遅
れ
・

ひ
っ
迫
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
の
対

応
策
と
し
て
、①
売
上
・
利

益
を
減
ら
さ
な
い
た
め
に
、

請
負
代
金
・
工
賃
・
費
用
の

値
上
げ
を
求
め
る
、
②
新

た
な
人
材
を
採
用
し
て
売

上
・
利
益
を
確
保
し
な
が

ら
、
人
件
費
増
大
に
対
応

す
る
た
め
、
法
定
福
利
費

を
含
め
た
請
負
代
金
・
工

賃
・
費
用
の
値
上
げ
を
求

め
る
、
③
工
期
の
遅
れ
に

よ
る
ト
ラ
ブ
ル
や
損
害
賠

償
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
た

め
に
、
工
期
の
延
長
を
求

め
る
、と
い
っ
た
対
応
が
必

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

今
の
若
者
の
働
き
方

　

ま
た
、
今
の
若
者
の
考

え
方
は
変
わ
っ
て
き
て
お
り

（
安
定
給
料
・
週
休
2
日
・

有
給
休
暇
・
残
業
な
し
）
、

従
来
の
労
働
条
件
（
日
曜

休
日
・
日
給
月
給
・
有
給
少

な
い
な
ど
）で
は
求
人
募
集

を
か
け
て
も
人
材
が
集
ま

ら
な
い
の
が
実
情
で
す
。

大
き
な
組
織
で

解
決
を
目
指
す
課
題

　
「
請
負
代
金
・
工
賃
・
費

用
の
値
上
げ
」「
十
分
な
工

期
の
確
保
」は
自
社
の
み
で

解
決
で
き
る
こ
と
で
は
な
く
、

組
合
な
ど
大
き
な
組
織
と

し
て
声
を
上
げ
て
、解
決
を

め
ざ
す
べ
き
課
題
で
す
。

自
社
で
準
備
で
き
る
こ
と

　

た
だ
し
、
自
社
で
準
備

で
き
る
「
労
働
時
間
の
管

理
を
徹
底
す
る
こ
と
」
は

必
要
で
す
。
過
去
に
は
社

会
保
険
未
加
入
の
会
社
が

現
場
か
ら
排
除
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
、
36
協
定
や
就

業
規
則
の
未
提
出
、
労
働

時
間
が
管
理
さ
れ
て
い
な

い
会
社
は
、
公
共
工
事
や

ゼ
ネ
コ
ン
関
係
の
現
場
か

ら
排
除
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

漫
画「
大
幅
な
賃
上
げ
が
必
要
」

　

９
月
8
日
に
支
部
役
員
を
対
象
に
お
こ
な
わ

れ
た
学
習
会「
働
き
方
改
革
へ
向
け
て
の
実
務

と
課
題
」に
は
、25
人
が
参
加
し
ま
し
た
。高
田

聡
史
社
労
士
を
講
師
に
学
習
し
た
内
容
を
要
約

し
て一
部
報
告
し
ま
す（
文
責
・
双
木
）。

賃上げや工期延長を求める
労働時間管理の徹底

高田 社労士

長時間労働是正の対応策

労働時間減少

組織として解決すべき課題

自社でできること
「労働時間管理の徹底」

売上・利益
の減少

賃金単価値
上げの要求

人件費の
増大

工期の延長
求める

工事の遅れ

21
日
早
朝
に
金
沢
駅
に
到
着
し
、

車
両
４
台
に
乗
換
え
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
あ
る
奥
能
登
へ
向

か
い
ま
し
た
。
雨
天
で
の
活
動
は

覚
悟
を
し
た
も
の
の
、
進
む
に
つ

れ
て
雨
は
激
し
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
9
時
過
ぎ
に
セ
ン
タ
ー
に
到

着
。
す
で
に
現
地
は
線
状
降
水
帯

に
入
っ
て
い
ま
し
た
。セ
ン
タ
ー
に

１
時
間
滞
在
す
る
も
特
別
大
雨
警

報
の
発
令
に
伴
い
セ
ン
タ
ー
は
閉

鎖
さ
れ
、仲
間
で
話
合
い
の
結
果
、

何
も
で
き
ず
に
引
き
返
す
こ
と
を

決
断
し
ま
し
た
。
し
か
し
時
す
で

に
遅
し
。
周
囲
の
道
は
冠
水
の
た

め
、
半
径
2
㎞ 
範
囲
内
か
ら
抜
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ス
マ
ホ
で
の
情
報
を
頼
り
に
車

で
何
度
も
引
き
返
し
右
往
左
往
し
、

た
ど
り
着
い
た
の
が
少
し
小
高
い

と
こ
ろ
に
あ
っ
た
コ
ン
ビ
ニ
で
し

た
。こ
こ
で
滞
在
す
る
こ
と
が
安
全

な
の
か
保
障
は
な
い
。し
か
し
、
50

ｍ
先
は
土
砂
に
よ
り
田
畑
や
道
は
一

面
冠
水
状
態
で
し
た
。

　

店
で
食
糧
を
確
保
し
、
車
中
泊

を
覚
悟
。
近
く
に
避
難
所
が
あ
る

と
の
情
報
を
得
て
少
し
安
堵
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
東
京
か
ら
警
視
庁

が
警
戒
援
助
の
た
め
に
出
動
し
て

お
り
、
14
時
過
ぎ
に
少
し
雨
量
が

弱
ま
っ
た
一
瞬
、
パ
ト
カ
ー
か
ら

「
近
く
の
道
が
通
行
解
除
」と
ア
ナ

ウ
ン
ス
が
あ
り
、そ
の
瞬
間
を
聞
き

逃
さ
ず
一
気
に
珠
洲
市
よ
り
避
難

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
時
の
車
中
か
ら
見
え
る
被

害
状
況
は
、メ
デ
ィ
ア
で
伝
え
ら
れ

た
と
お
り
で
す
。も
ち
ろ
ん
金
沢
ま

で
の
道
乗
り
で
、
帰
路
を
閉
ざ
さ

れ
る
か
わ
か
ら
ぬ
状
況
の
中
、
金

沢
ま
で
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
地
は
次
の
日
ま
で
警
戒
が
続

く
程
の
雨
量
で
甚
大
な
被
害
で
し

た
。
私
た
ち
は
無
事
東
京
に
戻
れ

ま
し
た
が
、
こ
の
体
験
を
通
じ
強

く
感
じ
た
こ
と
は
「
災
害
時
の
情

報
の
入
手
」と「
自
分
が
被
災
し
な

い
こ
と
」「
地
域
の
防
災
力
」「
そ

の
時
の
判
断
力
は
知
識
で
あ
る
こ

と
の
大
切
さ
」
そ
し
て
「
行
動
を

と
も
に
し
た
仲
間
と
の
日
頃
か
ら

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
」で
す
。

東
京
な
ど
都
市
部
で
も
常
に
水
害

に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る

と
い
う
こ
と
も
忘
れ
ず
に
い
よ
う

と
思
い
ま
す
。今
回
成
す
こ
と
の
で

き
な
か
っ
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
た
め
、ま
た
能
登
へ
出
向
き

た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

それぞれの人生に乾杯！

９月21日13時警戒レベル４
相当の能登半島

　

９
月
20
日
夜
か
ら
能
登
半
島
地
震
の
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
た

め
14
名
の
杉
並
支
部
の
仲
間
と
と
も
に
珠
洲
市
に
向
か
っ
た
際
に
、
集

中
豪
雨
に
遭
っ
た
実
体
験
を
報
告
し
ま
す
。

奥
能
登
豪
雨

災
害
の
実
体
験



2024 年 ( 令和 6年 ) 11 月 15 日（月 1回 15 日発行）第 874 号(  3  ) 昭和 36 年７月３日　第三種郵便物承認 す　　ぎ　　な　　み

■ 現場管理 ■
㈱弥彦工務店
代表　児玉　達朗
杉並区和田3-50-3

パークサイドテラスコダマ
℡090-2658-4844

■ 外構造園作業スタッフ ■
グリーンスペース計画㈱
代表　益田　陽介

杉並区下井草3-20-11-105
メゾンヴェルトⅢ
℡080-1074-4655

■ 電気工事士 ■
【社員】

㈲リケンエナジー
代表　縫村　信秋
杉並区浜田山1-23-7
℡03-3290-0122

■ 配管工 ■
【社員】
斎喜工業㈱

代表　齋藤　隆男
杉並区大宮1-2-2-201
℡03-3328-9638

■ 防水 ■
【社員】
㈱奄防

代表　南　忠文
西東京市東町5-7-20
℡090-8030-8822

■ 造園工 ■
【社員】

㈱ネクストグリーン
代表　堀内　幸雄
杉並区堀ノ内2-7-7-101
℡03-6677-7168

■ 測量士・測量士補 ■
【社員・アルバイト】
リーベン開発設計㈱
代表　古地　孝博
杉並区阿佐谷南3-31-14
℡03-3392-4735

■ 塗装・防水・電気・営業 ■
【社員】
㈱しんせん

代表　小笠原　健悦
杉並区堀ノ内3-49-7横尾ビル1F

℡03-3311-2196

■ 塩ビシート専門 ■
【社員】
㈱ＵPstart

代表　相澤　秀明
杉並区永福1-39-9-106
℡03-6677-3747

■ ガラス工 ■
【社員】
㈱住硝

代表　市　大介
杉並区高井戸西2-12-16水村ビル１F

℡03-3331-2281

掲載は無料です

どうぞご利用

ください

無理に

マイナ保険証を

作る必要なし

杉並区の水害対策トンネル
この機会に見学しませんか

　9月2日の防災学習会において、
早坂よしひろ都議より杉並区の防災
対策について講演がありました。そ
の話の中であった「神田川・環七調
節池」の見学会が早くも実現。環状
7号線地下には内径12M・貯留量
54万㎥の地下調節池が存在します。
　この機会に見学してみませんか。

　令和５年の全国の労災死亡事故は755人。うち建
設業は223人と約３割を占めています。安全衛生大
会の開催で安全意識の向上を図っていきます。

「武力で平和はつくれない！」「戦争NO軍拡反対！」
を主題に集会後、蚕糸の森公園から阿佐ヶ谷駅まで
パレードをおこないます。詳細は支部・双木まで
【日時】12月8日（日）13時30分　【集合】蚕糸の森公園

12月20日（金）19時

杉並支部会館3階

労災事故事例報告・講演・経験交流

※ 参加希望者は支部担当・喜多まで

11月26日（火）14時
環七・神田川
無料
善福寺川取水施設（杉並区堀ノ内2-1-1）
ビーバーズ隊員、参加を希望する組合員・家族
　　　　　※ 参加希望者は支部担当・村松まで

日　時

場　所

参加費

集　合

対　象

　

世
田
谷
支
部
主
催
の
西
部
ブ

ロ
ッ
ク
Ｐ
Ａ
Ｌ
交
流
会
が「
よ
み

う
り
ラ
ン
ド
Ｂ
Ｂ
Ｑ
場
」に
て
開

催
さ
れ
、
杉
並
支
部
よ
り
19
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

各
支
部
紹
介
で
は
、
今
村

会
長
、小
橋
副
会
長
か
ら
挨
拶
、

次
年
度
は
杉
並
支
部
が
議
長

支
部
と
な
る
た
め
、参
加
協
力

の
お
願
い
を
し
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
、「
請
求
要
求
し
た

ら
、本
当
に
単
価
が
ア
ッ
プ
し

た
」「
声
を
上
げ
て
い
く
こ
と

が
大
事
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ビ
ン
ゴ
大
会
で
は
、杉
並
支

部
の
仲
間
に
一
等
の
松
坂
牛
詰

め
合
わ
せ
が
当
た
り
、子
ど
も

た
ち
に
も
複
数
ビ
ン
ゴ
が
出
て
、

大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。　

　

Ｐ
Ａ
Ｌ（
大
手
現
場
従
事
者

の
会
）
会
員
は
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
。
現
場
の
意
見
を
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
支

部
・
高
取
ま
で

資
格
確
認
書
で

医
療
機
関
に
受
診
で
き
ま
す

　

政
府
が
国
民
の
個
人

情
報
と
個
人
資
産
の
収
集

を
目
的
に
推
し
す
す
め
る

保
険
証
登
録
済
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
（
以
下
マ
イ

ナ
保
険
証
）
。
し
か
し
マ

イ
ナ
保
険
証
の
取
得
は
任

意
で
す
。
東
京
土
建
は
引

き
続
き
、
現
行
の
保
険
証

存
続
に
向
け
た
運
動
を
す

す
め
ま
す
。

マ
イ
ナ
保
険
証

未
取
得
の
場
合

　

来
年
4
月
以
降
は
「
資

格
確
認
書
」
を
発
行
し
ま

す
。
サ
イ
ズ
は
現
行
保
険

証
と
同
じ
カ
ー
ド
タ
イ

プ
で
す
。
70
歳
以
上
の
方

は
今
ま
で
通
り
「
高
齢
受

給
者
証
」
を
交
付
し
ま
す
。

「
健
康
診
査
受
診
券
」
も

従
来
通
り
で
す
。

マ
イ
ナ
保
険
証

取
得
済
の
場
合

　

マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持

ち
の
方
に
は
「
資
格
情
報

の
お
知
ら
せ
」
を
交
付
し

ま
す
。

　

こ
の
お
知
ら
せ
は
、
ご

自
身
が
ど
こ
の
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
か
の
確

認
と
、
マ
イ
ナ
保
険
証
が

シ
ス
テ
ム
障
害
等
に
よ
り

使
用
で
き
な
い
時
、
窓
口

で
提
示
す
る
こ
と
で
受
診

で
き
ま
す
。
そ
も
そ
も
こ

ん
な
や
や
こ
し
い
話
は
白

紙
に
戻
す
べ
き
で
す
。

日 時

場 所

内 容

安全意識の向上
をはかろう

12
8 開戦の日すぎなみパレード

安全衛生大会の開催
▶
資
格
確
認
書

▶
健
診
受
診
券

杉
並
か
ら
は
19
人
参
加

堀江さんご家族「この後は遊園地を楽しみます」

早
坂
都
議
が

案
内
し
ま
す
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第 371 回

す
。
地
方
で
は
よ
り
一
層
「
お
互
い

が
理
解
し
合
え
る
人
付
き
合
い
」
が

大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

池
下
設
計
で
約
20
年
ほ
ど
お
世
話

に
な
り
独
立
、
２
０
０
１
年
12
月
に

（
株
）
ク
ロ
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
設

立
し
ま
し
た
。
父
親
と
兄
が
東
京
土

建
に
加
入
し
て
い
た
の
で
、
独
立
し

て
す
ぐ
組
合
に
加
入

し
ま
し
た
。
厚
生
年

金
や
労
働
保
険
の
手

続
き
な
ど
で
は
大
変

助
か
っ
て
い
ま
す
。

　

仕
事
の
上
で
気
を

つ
け
て
い
る
こ
と
は
、

若
い
メ
ン
バ
ー
を
育

て
て
い
く
教
育
で
す
。

時
間
は
ど
ん
ど
ん

過
ぎ
て
、
人
は
あ
っ

と
い
う
間
に
歳
を
取

り
ま
す
の
で
（
笑
）
。

コ
ロ
ナ
で
仕
事
の
形

態
も
大
分
変
わ
り
ま

し
た
が
、
リ
モ
ー
ト

会
議
な
ど
は
コ
ロ
ナ
の
副
産
物
だ
と

思
い
ま
す
。

　

趣
味
は
波
乗
り
で
、
千
葉
に

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
出
掛
け
て
い
ま
し
た
。

ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
な
ど
、
ア

ウ
ト
ド
ア
が
好
き
な
ん
で
す
。
今
は

波
乗
り
も
や
め
て
、
孫
と
遊
ぶ
の
が

趣
味
と
い
え
ば
趣
味
で
す
。
子
ど
も

が
生
ま
れ
た
頃
は
会
社
を
立
ち
上
げ

た
ば
か
り
で
忙
し
く
、
父
親
ら
し
い

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
孫
の

世
話
に
自
分
の
父
親
像
を
重
ね
て
い

ま
す
。

【
取
材　

双
木
淳
志
】

　

私
は
杉
並
区
和
田
で
生
ま
れ
ま
し

た
。
兄
と
私
の
2
人
兄
弟
で
す
。
子

ど
も
の
頃
の
遊
び
場
は
も
っ
ぱ
ら

外
で
、
蚕
糸
試
験
場
（
現
在
の
蚕
糸

の
森
公
園
）
が
そ
ば
に
あ
り
ま
し
た
。

父
親
は
工
務
店
を
経
営
し
て
お
り
、

子
ど
も
の
頃
か
ら
現
場
に
出
入
り
し

て
い
ま
し
た
。
建
築
設
計
の
道
に
す

す
ん
だ
の
も
、
自
然

な
流
れ
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

大
学
卒
業
後
、

（
株
）
池
下
設
計
に

就
職
し
ま
し
た
。
5

年
ほ
ど
図
面
を
描
い

て
い
ま
し
た
が
営
業

へ
配
属
さ
れ
、
大
阪

支
社
に
転
勤
に
な
り

ま
し
た
が
、
そ
の
間

も
図
面
は
ず
っ
と
描

い
て
い
ま
し
た
。
東

京
に
戻
っ
て
き
て
か

ら
も
営
業
職
だ
っ
た

た
め
、
日
本
全
国
を

飛
び
回
り
ま
し
た
。
印
象
に
残
っ
て

い
る
現
場
は
、
高
松
空
港
や
沖
縄
県

庁
、
キ
ャ
ナ
ル
シ
テ
ィ
福
岡
な
ど
で

お 互 い が 理 解 し

合 え る 人 付 き 合 い

児
こだ ま

玉 謙
けん じ

治さん　富士見・建築設計

土建国保の事業

　東京土建国保は建設産業で働くみなさんと家族の健康
を守り、頼りにされる国保組合をめざしています。健診を
はじめとする保健事業のご案内です。

■ 東京土建健診
組合員と19歳以上の家族は年度内に１回、無
料で健診を受けることができます。杉並区内
では10診療所と提携を結んでいます。

■ 事業所健診結果の提出に提供料
法人・個人事業所が、健診契約外機関で健診をおこない、国保
組合に加入する従業員の健診結果票などを提出いただいた場
合は、一人につき3,000円の提供料をお支払いします。

■ 健康企業宣言
企業全体で社員の健康づくりに取り組むことを宣言するもの
です。取り組み期間は６ケ月間からで、一定の成果をあげると
「健康優良企業」として認定され、求人などでアピールするこ
とができ、企業イメージの向上にもつながります。

■ インフルエンザ予防接種補助金
組合員・家族がインフルエンザの予防接種を受け自己負担が発
生した場合、一人につき年度内１回、一律2,000円の補助があ
ります（75歳以上の方はどけん共済から2,000円の補助）。

■ 宿泊旅行（国内）利用者補助金
国内宿泊旅行をすると、一人につき年度内１回3,000円（65
歳以上は5,000円）が補助されます。申請書（国保ガイド巻末
または杉並支部HP参照）に宿泊施設の証明、健診受診年月を
記入ください。

健診契約機関

【
後
継
者
対
策
部
・
発
】
当
日
は

あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
キ
ャ
ン
セ

ル
が
相
次
ぎ
、
全
体
45
人
の
参
加

で
し
た
。

　

午
前
中
に
後
継
者
対
策
部
会

を
開
催
し
、
準
備
物
や
役
割
分
担

な
ど
を
確
認
。
サ
ン
マ
や
エ
ビ
な

ど
海
産
物
を
多
く
用
意
し
ま
し
た
。

　

事
前
の
呼
び
か
け
行
動
や
新

加
入
者
、
杉
並
支
部
ラ
イ
ン
公
式

の
お
知
ら
せ
か
ら
の
参
加
者
も
お

り
、
楽
し
い
秋
の
一
日
を
過
ご
し

ま
し
た
。

支部会館屋上BBQ

雨
模
様
で
も
楽
し
い
秋
の
一
日

（株）水雅のみなさん　健康企業宣言申請中です

初
参
加
者
が
多
く
参
加

児
玉
謙
治
さ
ん


